











































































































































































































































































































研究発表「 （ 「大会」事前討議） 「 〈第三項〉と
〈語り〉 」がひらく、深層の〈意味〉 」のために」日本文学協会国語教育部会十月例会、日本文学協会事務局
十一月十四日
　
研究発表・シンポジウムパネラ「 「 〈第三
項〉と〈語り〉 」がひらく、深層の〈意味〉
─
川端康
成の《犯罪実録小説》 ・ 「散りぬるを」を中心に
─
」日
─ 17 ─
本文学協会第六十九回（二〇一四年度）大会
 第一日目
 
国語教育の部
　
学習院大学
十一月二十五日
　
論文「ＬＴＤ（話し合い学習）の活用と
双方向授業の展開による読解力・解釈力向上の試み」 、『ＩＣＴ活用教育方法研究』第十七巻一号
　
私立大学情
報教育協会
十二月八日
　
講演「文豪たちの恋文を読む
  ～～
 芥川・川
端・谷崎を中心に
 ～～」平成二十六年度
　
八王子市生
涯学習センター主催市民自由講座
　
八王子市生涯学習セ
ンター
十二月二十七日
　
研究発表「 「 〈言語以前〉の世界」は存在
しないのか？／われわれは〈言語ゲーム〉の外を「想起」してはいけないのか」日本文学協会国語教育部会冬合宿（一部）
　
山梨大学
十二月二十七日
　
研究発表「 〈第三項〉と〈語り〉 」がひら
く、深層の〈意味〉─川端康成「散りぬるを」を読む─その二」日本文学協会国語教育部会冬合宿（二部）
　
山
梨大学
一月～十二月
　
日本文学協会運営委員として、学会運営・
査読等にあたる。
◇大塚望准教授◇三月二十日
　
論文「初級日本語教科書における『する』と
『やる』 」 （創価大学「日本語日本文学」第二十四号）五月三十一日～六月一日
　
日本語教育学会二〇一四年度春
季大会
　
大会実行委員を務める（於・創価大学）
十月二十五日
　
講演「江戸期の女流文学について─只野真
葛と馬琴─」 （ 《文学と宗教》研究会）
